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美術部門夏休み企画 シリーズ：美術をめぐる場をつくるⅠ「アートとの遭遇」 

の開催について 

令和元年７月１７日 
博   物   館 

 
美術部門夏休み企画 シリーズ：美術をめぐる場をつくるⅠ「アートとの遭遇」を下記のとおり開催します。 

 

１ 趣  旨： 

鳥取県立博物館では、夏休み企画として当館美術部門のコレクション等を中心とした展覧会を開催

してきました。本年度は、表現や鑑賞を体験的に味わい、アートをより身近に感じることを目的に、

「アートとの遭遇」と題して開催します。会場には、鑑賞をきっかけに来館者自身が作家と同じテー

マで表現できる制作ブース、滞在制作を行う大学生の制作プロセスを鑑賞できるブース、デジタル鑑

賞コンテンツを活用した鑑賞ブース等を設置します。さらに、アートを「誰もが主体的に取り組むこ

とのできる創造的な行為」として広く捉え、県民が講師となってワークショップを開催出来る申込み

制のブースを設けるなどしてアートを通じたコミュニケーションが生まれる場を提供します。 

 

２ 会  期：令和元年７月２０日（土）～８月２５日（日）  会期中無休                

開館時間：午前９時～午後５時（土曜日は午後７時まで） 

 

３ 会  場：鳥取県立博物館 第３特別展示室 

 

４ 入場料金：常設展示の入館料 一般 180円(団体 150円) 

次の方々は無料です：◎大学生以下 ◎70歳以上 ◎学校教育活動での引率者  
◎障がいのある方・難病患者の方・要介護者等およびその介護者 

 

５ 主  催：鳥取県立博物館 

 

６ 展示内容：〇前田寛治《自画像》1930年、1928年頃 

        辻晉堂《遠くを見ている自画像》1971年、《ワシ》1974年 

       〇野崎信次郎《白い対話 Ｍ》1969年、《白い対話 Ｗ》1969年       

〇沖探容《四季富士図》 

○武蔵野美術大学 学生作品  他 

 

７ 関連事業： 
〇スペシャルワークショップⅠ  北斗座舞踏－新しき年の始の舞－失われた肉体と祖国を求めて 

 講 師：北斗座 舞踏家 大竹宥熙、大竹広野、村田円佳 

   内 容：大竹さんの舞踏を鑑賞し、武蔵野美術大学生が身体の動きを捉えて描く様子を見る。希望者

は学生とともに描くことも可能（その場合は各自画材持参） 

  日 時：令和元年７月２０日（土）午後２時～午後３時３０分 

〇スペシャルワークショップⅡ  キミはアートの目撃者－作品を見ながら話してみよう！ 

 講 師：武蔵野美術大学「旅するムサビ」参加学生 

 内 容：学生の作品を用いた対話型鑑賞 

日 時：令和元年７月２７日（土）午前１０時～、午後２時～、各６０分程度 






